
単位価格表示制度について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋市では、店舗面積が 500㎡以上の小売店に対して、基準で定められた 40品目

（食料品 30 品目、日用雑貨品 10 品目）については、商品名や販売価格、内容量の

他に、単位価格（販売価格を基準単位量当たりに割った価格のこと）と基準単位量を

表示するよう義務づけています。 

単位価格表示を行うことは、消費者にとっては単位価格を比較することにより、多種

多様な商品の中から販売単価が簡単に比較できるので商品を選ぶときの参考となり

ます。 

また、事業者にとっても、過剰・過大な包装の防止や適正計量の促進とともに、消費

者に目を向けたコンプライアンス経営の一助として、事業者と消費者との間の相互理

解を深めることにつながります。 

■ 単位価格表示とは？ 

 

 

・ひとつの店舗面積が 500㎡以上の店舗で小売業を営む者 

・ひとつの建物内に複数の店舗がある場合で、その合計店舗面積が 500㎡以上あるとき

は、その建物内で小売業を営む者 

■ 単位価格表示を行わなければならない事業者 

 

 

消費者が日常頻繁に購入したり、又は家計に比較的大きな比重を占めるもので、短期間

に品質・内容量が著しく変化しない食料品 30品目、日用雑貨品 10品目の合計 40品目

（単位価格表示の基準「別表」） 

■ 単位価格表示を行わなければならない商品 

 

 

①商品名 ②基準単位量 ③単位価格 ④内容量 ⑤販売価格 

■ 単位価格の５つの表示事項 
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